
　
①引掛シーリングキャップを天井の配線部品に
　差し込み、右方向にいっぱいに回す

②フレンジカバーを天井面に押し上げる

必ずチェーンでつり下げ、コードに荷重が
かからないようにする

【天井への取り付け】

【チェーン吊り器具に使用する場合】

※取り付けが不完全ですと、器具の
　落下によるけがの原因となります。

確実に取り付いているか確認する

※チェーンを使用しないと、器具の
　落下によるけがの原因となります。

必ずチェーンでつり下げる

コード支持具

フレンジカバー

引掛シーリングキャップ配線部品

コード支持具

このたびは日立コード吊り具をお買い上げいただき、まことにありがとうございました。
この取扱説明書をよくお読みいただき、正しくご使用ください。
お読みになったあとは、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保存してください。
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チェーン

コード

チェーン吊り器具

コード吊具　ＲＰＪ１５０Ｎ

安全上のご注意

吊り具の取り付けかたと各部の名称

コードを
押し込む

器具を天井から外して調節してください。

コードストッパー
を下に押し付ける

コードを
引き出す

コードを持って押し込む
器具を上げる場合

コードストッパーを下に押し付け
ながら、コードを引き出す

器具を下げる場合
コードストッパーを回す
向きの調整

コード
コード
ストッパー
コード
ケース

コード

コードストッパーを
回す

コード
ストッパー

【器具の高さと向きの調整】

※絶縁性能が低下し、火災、感電の原因となります。

※火災・感電・落下などの原因となります。

破損している

●このような配線部品に取り付けない
※火災・感電・器具落下の原因となります。

欠け 割れ

■吊り具の改造、構成部品の
　交換はしない

■傾斜した場所には取り付けない

※器具落下によるけがの原因となります。

ガタつく
電線が露出
している

●定格電圧　交流１００Ｖ以外で使用しない
銅鉄安定器を使用したグロースタータ式の蛍光灯ペンダントには使用しない

●屋外で使用しない（この吊り具は屋内器具専用です。）

●浴室などの湿気の多い場所や、常時温度の高い場所（３５℃以上）では、使用しない

●お手入れの際は、必ず電源を切る

※過熱し、火災の原因となります。

※電源を切らないと感電の原因となります。

※火災、感電の原因となります。
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●角形引掛シーリングを取り付ける場合は次の方法で行ってください。

②角形シーリングに付いているなべ皿木ねじで天井に取り付ける

①電線をゲージに合わせて段むきし
 電線接続穴にしっかりと差し込む

解除のしかた
●○ドライバーを電線はずし
 穴に強く差し込んで、電線
 をひっぱっる

電線接続穴電線

ゲージ 電線
電線はずし穴

○ドライバー

野縁などの補
強材のある所
に取り付ける

※補強材のないところに
 取り付けると器具の落
 下によるけがの原因と
 なります。

野縁

なべ皿木ねじ（２本）

＊なべ皿木ねじは、あらかじめはずしておいてください。 

コードケース

切り欠き

引掛け部

本体 コネクタ
プラグ

 本体のプラグにコネクタをしっかりと差し込む①

② コードケースの切り欠きを本体の引掛け部に
   合わせる
③ 

マーク ▼マーク

【器具本体への取り付け】

●配線部品から離れた場所につり下げる場合に 付属のコード支持具を使用してください。
コード支持具の使いかた

３cm以上野縁

支持具

ベース

＊支持具がねじ込みずらい場合は、
下穴（直径３ｍｍ以下）を開けてください。 ベース

コード

カバー

みぞ
カバー

突起

吊り具の取り付けかたと各部の名称吊り具を取り付ける前に

電気工事店（有資格者）のかたへ

カバーをはずし、支持具をねじ込み、
ベースを固定する
チューブははずさないでください。

カバーにコードを通し、チューブがついた
状態で、コードを支持具にひっかける

支持具

カバー内側の突起が、ベースのみぞに入る
ように押し上げ、右に回して取り付ける

ベース
チューブ

野縁などの補強材のある所
に取り付ける

※補強材のない所に取り付けると器具
　の落下によるけがの原因となります。

チューブ

●天井にこのような配線部品がついている場合は、電気工事なしで器具が取り付け
　られます。

コードケースの▼マークと本体側の　マークが
合うまで、矢印の方向にいっぱいに回す

① ②

③

適用電線
φ1.6または
φ2.0単線


